
かしまホットニュース
鹿島市の最近の話題や気になる話題をご紹介します。

２．いじめ撲滅チャリティプロレス 鹿島市で初開催！

５．金栗四三が鹿島市を訪れていた（昭和５年）！

３．生徒に郷土愛を！地域とつながる高校魅力プロジェクト！

１．天皇陛下御即位奉祝まつりに母ヶ浦面浮立 出演！
11月9日、天皇陛下即位をお祝いする国民祭典が行われ、その第一部と

なる「奉祝まつり」祝賀パレードに母ヶ浦面浮立が出演しました。全国から
選ばれた15団体の中で、母ヶ浦面浮立は九州から唯一の出演となり、平
成元年、平成10年、平成20年に続いて4回目の出演となりました。当日は、
母ヶ浦面浮立保存会から総勢43人が、皇居前広場内堀通りの会場約600
メートルを勇壮に演技され、沿道からは多くの拍手や声援が送られました。

佐賀県鹿島市 令和元年11月22日

箱根駅伝を創設し日本人で初めてオリンピックに出場した金栗四三が、毎年、箱
根駅伝常連校が合宿を行う鹿島市に昭和5年（1930年）に訪れていたことがわかり
ました。これは、金栗四三の日記と当時の鹿島町尋常高等小学校の校務日誌で
判明したものです。日記には、昭和5年5月10日から11日にかけ鹿島市に滞在し、
学校（現鹿島高校）での講話や運動場を走るなどして過ごし、翌日は祐徳稲荷神
社を参拝したとあります。また、今年3月に金栗の母校、東京高等師範学校で現在
の筑波大学陸上競技部が鹿島市で合宿し、その後、箱根駅伝予選会で令和2年の
箱根駅伝26年ぶりの出場を決めました。そして令和2年は、金栗が鹿島に来て90
年になる年です。鹿島市と箱根駅伝、そして金栗四三の縁を感じずにはいられま
せん。

４．ミスインターナショナル代表５人が鹿島市へ！

鹿島高校と鹿島市は協働して3年計画で行う「地域とつながる高校魅力プロジェクト」を

スタートさせました。このプロジェクトは、生徒に地域を愛する心を育み、魅力と活力ある
高校づくりを推進することや地域の現状や課題を知り、その解決へのアプローチを通し
て、社会貢献を目指すことなどを目的としています。今年は、鹿島市から見た「地域経
済」「国際関連」「医療福祉」など７分野について、市の職員が鹿島高校１年生約250人に
対し、10月25日、11月1日の2日間、教室にて講義を行いました。生徒たちは真剣なまな

ざしで話を聞き、積極的に質問を行っていました。受講生徒が将来、様々な分野で活躍
し、鹿島市を盛り上げてくれることを期待しています。

No.４０
市のホームページでもご覧いただけます

鹿島は色々なことに取り組んでいます。全国の方に鹿島を
知ってもらうために、みなさんも、ＳＮＳで広めてください。

11月9日、いじめ撲滅を目的としたチャリティプロレスが鹿島市で初めて開催されまし
た。主催した地域活性化いじめ撲滅プロレス実行委員会は、佐賀県の子ども達からい
じめをなくしたいという思いで、自らもいじめられた経験があるプロレスラーの将火怒（ま
さかど）選手とともに、2015年頃からこの活動を始められました。当日は、市内小学校
の子ども達によるいじめ撲滅について発表があった後、市長、教育長など会場全員で
「鹿島市いじめゼロ宣言」を行いました。その後、将火怒選手のタッグマッチなどのプロ
レス6試合が行われました。

11月1日、ミスインターナショナル2019に出場する各国の代表5人が鹿島市の祐徳稲荷神
社を訪れました。日本貿易振興機構（ジェトロ）の取組で、25人の代表が全国5カ所を訪問し
ており、佐賀県には、フランス、フィンランド、香港、フィリピン、シンガポールの代表5人が、
鹿島市の他に佐賀市や唐津市などを訪れました。
5人はスマートフォンのカメラで写真を撮り、自身のSNSに投稿し、鹿島市や佐賀の魅力を世
界に発信していただきました。
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